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はじめに 
環境変化の速度や規模を理解したいと願う者は、誰もが、

UNEP の最も重要な評価報告書であるこの地球環境概観
（GEO-5）：「私達が望む未来の環境」が、どんどん先へ読み
進めたくなるような報告書であることがわかるでしょう。また、
本当に持続可能な世界へと私達を近づけることができるパラ
ダイムシフトを求める者は、誰もが、この GEO シリーズの最
新版にそのチャンスや政策オプションがあふれていることに
気付くでしょう。 

序文 xiii 

パン・ギムン 

国連事務総長 
ニューヨークの国連本部にて、 

2012 年 5 月 

GEO-5 は、この種の評価報告書としては、最も包括的で、
最も公平で、最も詳細なものとなるよう構成されています。各
分野の第一人者および国連提携機関による研究、ならびに国連
システム内およびそれを越えて為されている膨大な調査を引
用し、近年の科学知識を総結集させたものを反映しています。 

GEO-5 の発表（リリース）は、持続可能な発展について今
の時代に考えることを議題に定めたリオデジャネイロ地球サ
ミットから 20 年が経過した 2012 年に開催される国連持続可
能な開発会議（リオ+20）の準備の最終段階に、時期を合わせ
て行われます。本報告書は、世界のリーダーたちが、リオ+20
およびその先で、なぜ断固としたリーダーシップを発揮する必
要があるのかを明らかにしています。また地球とその住人の現
状、傾向、軌道を明らかにし、積極的な環境変化を構築してい
くための世界中からの 100 を超えるイニシアチブやプロジェ
クトや政策を提示しています。 

世界は人口増大、明らかな不平等、そして不安定な環境基盤
を抱えており、持続可能な発展をするには諸政府が協働して、
経済、社会、環境で構成される「よりひも」の平衡を保ってい
くことが不可欠です。GEO-5 は、行動が遅延することによる
リスクと共に、持続可能な発展を理論から現実へと転換させる
ためのオプションを明らかにしています。私は、我々が望む未
来を創造するために、この時代のチャンスに投資したいと思う
すべての方々に GEO-5 を推薦致します。 



緒言 
古代のエジプト、ギリシャ、中国の時代から、イスラム黄金

時代やルネッサンスを通じて、哲学者や科学者は、自然界の力
やプロセス、およびそれらの中に置かれた人類の立場について、
解明しようと努力してきました。過去半世紀ほどで、産業化に
よる影響に対して懸念が抱かれるにつれ、この努力が加速され
るようになり、かつては環境変化にとって取るに足りない影響
しか及ぼさなかった人類が、ごく最近では、生物多様性損失か
ら気候変動に至るまで、今やその主要な駆動要因になっている
と認識されるようになり、ますますその解明への取り組みに力
が注がれています。 

地球環境概観（GEO-5）：「私達が望む未来の環境」は、こ
の壮大な歴史の一部であり、2050 年には 90 億人以上になろ
うとしている現在 70 億の人々を擁する一つの惑星上で起きて
いる、過去に前例のない消費と生産のパターンに対して、生態
系や大気が反応しているやり方について、一般の人々が理解で
きるようにすることに大きく貢献します。地球の現状について
の本報告書による世界的な発見や地域的な発見は、やはりハッ
とさせられる、深刻な懸念を引き起こす内容であり、6 月のリ
オ+20 サミットに出席される世界のリーダーや代表者に、な
ぜ自分がそこにいるのか思い起こさせることになるでしょう。 

そういった政策オプションは、グリーン経済と名付けられる
新たに出現している広範な取り組みの一部であり、持続可能な
発展や貧困根絶を目指す状況の中で、リオ+20 が掲げる二つ
の主要テーマのうちの一つです。リオ＋20 の目的は、誓約の
評価とその更新ですが、また一方で、その目的は、証拠に基づ
く政策策定に科学的な諸発見を組み入れることであり、世界を
持続可能な方向へと向かわせる取り組みに社会を再度関与さ
せることです。 

xiv  序文 

アヒム・シュタイナー 
国連事務次長で国連環境計画の事務局長 

科学と政策をその間に橋を架けてつなげることは、依然とし
て難しく、科学による発見を環境の法令や政策策定に反映させ
ることは、1992 年のリオデジャネイロ地球環境サミットから
さらに1972年のストックホルム人間環境会議にまでさかのぼ
る難題です。そのような中にあって励まされることは、科学的
理解や技術的進歩の高まりに、耳が傾けられなかったわけでは
ないことであり、絶滅危惧種の取引、オゾン層の保護、気候変
動、生物多様性損失、残留性有機汚染物質の禁止のような問題
を対象とする数多くの条約や協定がもたらされました。 

GEO-5 は、国際的に合意された諸目標の達成に向けた進展
を評価することを通して、またその達成に当たって欠落してい
る点を特定することで、本報告に新たな一面を加えています。
評価された 90 の目標や目的のうち、４つだけが著しい進展を
示すことができました。等しく懸念事項であるもののうち、14
の目標および目的に対する進展については、データ不足であっ
たために、評価できませんでした。 

1992 年のリオデジャネイロ地球サミット以降の 20 年間の
持続可能な発展について諸国家が評価する際に、その達成が不
十分であるものや、風土的な知識の南北間での分断は、優先議
題にされるべきです。 

以上要約しますと、科学が政策策定を下支えしなければなり
ませんが、第５次 GEO 評価報告書が示すように、それは十分
にはなされていません。科学に基づいて政策を実現したり実施
することが、現実において欠落している点ですが、これは、よ
り多くの人工衛星による観察、フィールドモニタリング、計算、
シナリオモデリングによって、また GEO-5 が裏付けた現実に
対して取り組む勇気と、決断力と、政治的指導力によって克服
されることが可能です。 

GEO-5 でなされたもう一つの改革は、世界中の国やコミュ
ニティで成功裡に試行された 100 を超える政策や変革的な活
動の中から、大陸域（region）で選定されたものに焦点を当て
るやり方です。これらの政策オプションは、政策決定者に自分
たちの状況にあてはまるかもしれないツールを提供します。 



序章 
地球システムの状況 

地球システムはすべての人間社会とその経済活動に対して
基盤を提供している。人々は、呼吸するためのきれいな空気、
飲むための安全な水、食べるための健康的な食糧、商品を生産
し輸送するためのエネルギー、そしてこれらすべてのサービス
に対して原材料を提供する自然資源を必要とする。しかし、今
日生きている 70 億という人々の集団は、地球システムが廃棄
物を吸収して、環境への悪影響を中和する能力を越える加速度
と強度で、地球資源を不当に使っている。実際、いくつかの重
要な資源が枯渇または劣化し、世界のいくつかの地域では、既
にこれまでの発展が制約を受けている。 

地球システムは物理的、化学的、生物的、人的な要素で構成
される単体で自己調整するシステムとして機能しており、その
中での人類の活動による影響は、惑星規模で検知されることが
できる（第７章）。このことによって科学者たちは、大気、地
質、水文、生物、その他地球システムのプロセスが、人類の活
動によって変化させられているという証拠に基づき、今の時代
に対して「人新世」という新しい地質年代を定義付けた。最も
たやすく認識された変化は、世界的な気温と海水位の上昇、海
洋の酸性化などで、それらはすべて温室効果ガス、特に二酸化
炭素やメタンの排出の増加に関係している（第２章と４章）。
人類が引き起こしているその他の変化は、自然の生息・生育地
が破壊されて種の絶滅を引き起こす農業や都市化による、広大
な森林破壊や土地開墾などである（第 3 章と 5 章）。 

人類は局所環境に及ぼす自分たちの活動の影響には長らく
気づいていたが、これらの活動が累積して地球環境に影響を及
ぼし得ることが、最近の数十年で初めて明らかになってきた
（第１章～７章）。過去においては、自然資源に対する人為起
源の圧力はそれほど広がらなかったので、地球の大気、陸、水
は、人の消費と生産の負荷を支えることができた。しかし 20
世紀の後半には、多くの多様な局所環境で起こる変化の影響が、
加速度的に組み合わされて、世界的な影響を生み出すようにな
った。グローバル化は、消費者たちが自分たちの地域社会で生
産されるのであれば拒絶していたであろう状況であっても、そ
の商品が生産されることを可能にしたり、廃棄物が目に見えな
い所で輸出されることを可能にし、人々が廃棄物の大きさやそ
れによる影響の両方を無視できる状況を作り出す。しかし廃棄
物（waste）が、文字通り（waste には荒涼とした広がりとい
う意味もある）、地球の端まで到達するようになるにつれ、環
境に及ぼす懸念もグローバル化されるようになった（第１章）。 

これらの地球システムに対する脅威のために、科学界や政策
策定者は、持続可能で協力的なやり方で課題に対応できるよう、
より一層緊密に協力するようになった。 

科学－政策の状況 
1972 年の国連人間環境会議で、科学界や保全のコミュニテ

ィによって取り上げられた環境への重大な懸念について議論
するために、119 ヶ国が初めて集まった。その会議は第一歩と
して UNEP（国連環境計画）を創設し、国際的および国連全
体の環境行動に触媒作用を引き起こした。そして 20 年が経ち、
リオデジャネイロでの国連環境開発会議が、持続可能な発展を
導入するための青写真であるアジェンダ 21 を承認した。その
「持続可能な発展」という概念は、「環境と開発に関する世界
委員会」による 1987 年の報告書「我ら共通の未来」の中で「将
来の世代が自らのニーズを充足する機会を損なうことなく、今
日の世代のニーズを満たすこと」として初めて明らかにされた
概念である。アジェンダ 21 は、新世紀の 2010 年代になって
も、特に消費に関してこれから適用されるべき多くの指針を備
えた活力ある適切な手引き書であり続けている。 

21 世紀になって国連の役割について議論するために世界の
リーダーを集めて開かれた 2000 年のミレニアムサミットは、
国際的発展が停滞していた間に経済的目標に焦点が当てられ
たことで生じた欠陥を補うため、8 つのミレニアム開発目標
（MDGs）を立てた。MDGs は、各国の政策の中に持続可能
な発展原理を組み入れることを提案し、また期限付きターゲッ
トを設定し、評価指標を確立して、人や環境資源の貧困化を反
転させることを目指している。特に環境に取り組む MDG7 は、
生物多様性損失速度を2010年までに著しく低減させるターゲ
ット、安全な飲料水や基本的な衛生施設を継続使用することが
できない人々の割合を 2015 年までに半減するターゲット、お
よび少なくとも 1億人のスラム居住者の生活を 2020年までに
著しく改善するというターゲットを設定している。 

人の幸福と環境変化との関係についての理解が進むにつれ
て、それを政策決定者に関連付けさせる試みも進んだ。社会の
発展や経済活動が環境サービスに依存していることは、徐々に
理解されつつある。経済は、市場性のある商品やサービスを生
産するために自然資源や人的資源を用い、一つまたは複数の社
会、あるいはその社会間で機能している。と同時に、それらの
社会は、大気、陸、水、生物多様性、その他物的資源などの物
理的限界によって決定される環境の中に存続し、繁栄している。 

相互作用する環境の力、社会の力、経済の力が生み出す複雑
なシステムに焦点を当てた相当量の研究がなされてきたが、研
究者が情報や通信技術を用いて、複雑で込み入った地球システ
ム全体をモデル化し検証することができるようになったのは、
まだ最近の 20 年に過ぎない。 

序文 xv 

複雑な地球システムの持つ力やニュアンスを正しく理解す
る能力が身に付いたことで得られる見識は、地球という惑星を
管理する国民国家の義務や責任について新たな認識が必要と
なっていることをいやが応でも知らせることになった（第 16
章と 17 章）。そのため、環境と開発についての目標やターゲッ 
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そのような目標を入念に仕上げるには、目標の達成に向けた
進展について、それを導き、追跡し、報告するための科学的に
信頼できる指標や情報が必要となる（第 8 章）。統合された環
境評価である IES（integrated environmental assessment）
は、広範なツールキットの中でも、この要求を満たすために開
発されたツールである。しかし、ほとんどの場合、IES によっ
て発見された内容やその他の科学情報を、国際政策の優先事項
の中に十分に組み込むことができるようにする政策の開発や
改正ができていない。 

背景 

これまでの GEO 報告書は、様々なテーマにわたって総合的
で学際的な概観を提供する統合的アプローチを用いて、環境問
題の分析や対応策の特定に焦点を当ててきた。今回の第 5 次地
球環境概観（GEO-5）は、これまでの報告書を踏まえて、継
続的に環境変化の現状、傾向、展望を分析し、環境変化への対
応策を提供する。しかし GEO-5 は、さらにその上に、国際的
に合意された目標の達成への進展度を評価し、目標の達成に当
たって欠落している点を特定することによって（第 2章～6章）
新たな側面を加え、また各大陸域（region）で浮上してきた有
望な対応オプションを分析し（第 9 章～15 章）、国際社会のた
めの政策対応を提示することによって（第 16 章～17 章）新た
な側面を加えている。さらに GEO-5 は初めて、単に環境に対
する圧力を考察するだけではなく、世界を変化させている駆動
要因を考察すると共に、環境問題が分析されるやり方に根本的
な転換がはかられるべきであることを提案している。 

GEO-5 を制作する際に UNEP 事務局によって進められた
制作工程については GEO-5 制作工程の章で詳しく示される
が、GEO-5 は政府諮問機関、科学的諮問機関、および政策諮
問機関に導かれた 600 名を超える科学者の集団によって作成
された。 

構成 
GEO-5 報告書は、異なるが関連する３つの部分に分けられ

た 17 章で構成される。 

第１部：地球環境の現状と傾向（上巻） 
今日の急激に変化する社会経済的状況を探るために、第１章

では、地球環境を変化させている駆動要因（環境に様々なレベ
ルの影響や圧力をかける全体に及ぶ社会経済的な力）について
見ていく。第１章は、環境の難題を引き起こす主要な根本原因
を特定して記述し、政策介入のためのいくつかの提案を行う。 

GEO-5 は、駆動要因（drivers）、圧力（pressures）、状態
（state）、影響（impacts）、対応（responses）からなる DPSIR
という分析のための枠組み（図１）を用いて、大気、陸、水、
生物多様性、また GEO シリーズでは初めてとなる「化学物質
と廃棄物」というテーマを加えて、地球環境の最新の現状と傾
向を示す（第 2～6 章）。 

DPSIR の枠組みは、社会と環境の間の複雑で多次元の因果
関係を特定し評価するために使用される。GEO 評価で用いら
れるこの枠組みは、1990 年代中頃に OECD と欧州環境機構
によって開発された「圧力－状態－対応」というモデルを拡張
したものである。人口動態、経済需要、持続不可能な消費と生
産のパターン、といった駆動要因が、環境に影響を引き起こす
プロセスである。これらの駆動要因は、多くの場合、直接ある
いは間接的に汚染物質や廃棄物の排出を増大させたり、壊滅的
な資源採取を行うなどの環境圧力をもたらす。そのような圧力
は、人と生態系の両方に対して同時に影響を及ぼしながら、環
境への変化を引き起こす。DPSIR の分析的な枠組みは、これ
らのプロセスを特定するのに役立つ。最後に、その枠組みは、
根底にある駆動要因に対する対応策だけでなく、生態系や人の
健康に及ぼす環境圧力とその影響に対処するための対応策を
提示するが、その対応策はコミュニティ活動から国際協定に至
るまでの多くの規模で、多くの形態を採ることが可能である。 

第２～６章では、国際的に合意された環境目標の中から選定
された目標が、それぞれのテーマに対して達成されているかど
うかが評価され、第７章では、地球システムの全体像から見た
テーマについての情報が分析され提供される。第１部は、さら
なる調査、モニタリングと評価、科学的アセスメント、効果的
な政策策定、のために必要な基本要件として、環境の現状と傾
向を追跡するための関連データの収集、分析、解釈を強化する
必要性を見直して締めくくる（第８章）。 

第２部：大陸域からの政策オプション（下巻） 
GEO-5 の第９～１４章からなる第２部は、各大陸域（図２）

から示された政策オプションの中から、国際的に合意された目
標の達成を加速するのに役立つ潜在力のある政策オプション
についての評価が示される。これは UNEP の管理理事会によ
って要求されたもので、成功した政策を実施したいと望む読者
に、検討するための有望な手段を提供する。 

上記政策評価を指導するに当たって、多様な利害関係者によ
る協議が各大陸域で開催され、優先度の高い環境課題と、その
課題に関連する国際的に合意された目標が特定された。 

トを単に実現するだけでなく、より力を持つ人々の欲求に対し
ても、最も脆弱な人々のニーズに対しても対処し得る、地球規
模での持続可能性を目指す特別な目標の開発が求められる。 

UNEP の GEO、つまり地球環境概観（Global Environment 
Outlook）の主要な目標は、地球環境の現状と傾向についての
情報を、政府と利害関係者に絶えず提供し続けることである。
GEO 報告書は、過去 15 年にわたって地球環境に関する豊富
なデータや情報や知見を調査し、潜在力のある政策対応を特定
し、将来に向けた展望を提供してきた。その評価と、評価のた
めの協議プロセスや協働プロセスによって、利用可能な最善の
科学的知識が、政策決定者向けの関連情報に変換され、科学と
政策の間のずれを補う働きをしてきた。 



政策を選定するに当たって、ふるい分け作業のあと、関連す
る目標に対して成功であるとする実績が示されているか、また
は有望な初期成果に結び付く革新的な特性が見られるか、のい
ずれかの政策または政策の集まりが選別され、さらに詳細に分
析された。政策評価は、文献レビュー、文書化された事例研究、
および専門家の意見に基づいてなされた。国際的に合意された 

目標のうちのいくつかには多面的で定量化できない要素があ
り、また政策にはコベネフィットやトレードオフによる多次元
で分野横断的な性質があるために、必ずしも一貫した評価方法
を適用することはできなかった。また基本となるデータや指標
が不足していたために、アプローチの一貫性も阻まれた。 
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図 1  GEO-5でのDPSIRの概念的枠組み
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 政策の評価工程では、政策による恩恵と、政策を採用または
成功させることになった条件が調査された。その他分析された
特性は、政策が環境、経済、社会にもたらした成果についての
モニタリングと追跡； その他優先度の高いテーマや国際的に
合意された目標に対してその政策が及ぼした分野横断的な影
響； 新たな状況の中でその政策の応用の可能性などである。 

各大陸域は、他の国々での再現や採用に際して、効果的でか
つ適用される可能性のある政策対応を特定した。その大陸域の
章で特筆されたいくつかの非常に有望なアプローチは、諸政府
によって綿密に分析され、できる限りテストされる価値がある。 

第２部の最後の大陸域の要約の章（第１５章）は、大陸域に
よって選定された優先度の高い環境課題の全体像； 共通する
特徴、諸課題、チャンスについての考察； さらに政策オプシ
ョンの要約を提示する。 

第３部：地球規模での対応（下巻） 
GEO-5 の最後の部は、持続可能な世界に到達するために必

要とされる行動の類型について分析することから始まる。まず
既存の環境に関する条約と、特定のゴールやターゲットを持つ
2050 年に向けた可能なビジョンを構築するための国際的に合
意された目標について見ていく。次に現在の傾向が継続する場
合に起こり得る進展を描く従来の世界シナリオと、持続可能な
世界を達成することを目指す世界シナリオという 2 つの起こ
り得るカテゴリーを背景に置いて、既存のシナリオ研究につい
て見ていく。それに続く分析では、GEO-5 によって特定され
た持続可能な開発ターゲットに世界を到達させることができ
るようにする様々な対策を特定する。しかし、これらのターゲ
ットを達成するには、現在の傾向から根本的に脱却することが
必要となる。グローバルな活動が深くかつ相互に結び付いたシ
ステムにおいて、諸部門にまたがる政策の相互作用を説明する 

ために、一つの統合的で持続可能な世界シナリオを取り入れて、
2050 年に向けたビジョン（第 16 章）を達成する上で必要と
される政策変更の範囲と複雑さを検討する分析が行われる。 

第 16 章と 17 章は、公共機関、民間企業、市民社会が、環
境の変化に対して効果的で効率的な対応策をいかにすれば作
成することができるか、知識の現状について見ていく。国と大
陸域のレベルでの多くの対応策が、これらの課題のうちのいく
つかに対処を開始していく軌道に社会を載せることに成功し
ているが、単一のアプローチでは、世界の環境変化にはうまく
対処できないことが分析によって確認される。 

GEO-5 は必要に応じて、真に変革力のある政策と、それら
の政策を成功させるために必要となる法的、制度的、政策上の
枠組みを採用できるようにする関連国家による適用に結び付
く、世界レベルで取り組むべき行動を特定して結論を出す。
GEO-5 は読者に、人類が直面している脅威の複雑さについて
理解させるだけでなく、持続可能な未来へと向かうための可能
な政策上の解決策や革新的な道すじも提供するだろう。 

GEO-5 によるプロセスは、国家と人々を鼓舞し、情報を伝
え、将来世代の生活の質を危険にさらすことなく人々の生活の
質を向上させることを可能にすることによって、環境を大切に
するリーダーシップを提供し、そして協力を促進していくとい
う UNEP の使命に寄与するものである。その発展を促進する
ために、地球が、UNEP の地域事務所の懸案事項や付託権限
を大きく反映する６つの地域（region：「大陸域」と訳す）に
分けられ、各地域事務所が GEO-5 準備作業チームに大陸域で
の支援を提供できるようにした。大陸域、サブ大陸域、および
その区域内の民族国家の全内訳は、www.unep.org/geo 
/data にて、環境 Data Explore（以前は GEO Data Portal）
上で見ることができる。 
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図 2  UNEP の大陸域（UN region）
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